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１．盲導犬育成事業 

 

新中期計画 2年目にあたり、2015 年度に続き、訓練・育成事業の共通項目として、盲導

犬育成の各工程（繁殖・出産～ＰＷ～ケンネル・医療及び研究～盲導犬訓練～共同訓練～

アフターケアの一連したプロセス）における標準化と技術向上によるＱＣＤ（クオリティ

ー・コスト・デリバリー）の更なる向上を図る。主な事業目標として、年間盲導犬育成頭

数を４５頭、年間Ｑ犬育成頭数を５０頭以上とする。中期的には、年間５０ユニットの安

定的育成、かつユーザーの盲導犬との安心な生活と安全な歩行の基盤つくりとし、2017 年度

には盲導犬育成目標５０ユニット達成を目指す。 

 

（１）視覚障がい者に対する歩行指導及び盲導犬貸与 

 本年度の盲導犬育成目標を 45 頭とし、視覚障がい者へ盲導犬を貸与する。 

 

（２）盲導犬の認定 

 ①当協会の正規の使用者証である「認定証」②海外からの旅行者に３ヵ月を限度とす

る「期間限定認定証」の発行を実施し、適正に盲導犬を認定する。 

 

（３）犬の飼育及び訓練 

   ①候補犬の訓練 

   本年度新たに候補犬１１０頭を訓練する。共同訓練に供するまでに、ＴＰ(Task 

Performance)１、ＴＰ２、ＴＰＱの３段階のテストを行い、盲導犬として認定でき

るレベルになったＱ犬を５０頭以上作出する。各訓練センター間で訓練課題の進捗

に応じ、訓練士による相互評価や訓練犬移動などを適宜行い、協会全体の訓練効率

を向上していく。 

   ②繁殖 

計画的な繁殖・出産・譲渡により、１２０頭以上を目標とした子犬を安定確保す

る。また繁殖犬の安定飼養頭数に取組むと共に出産適齢を管理する。元気な子犬

の出産と発育、安全で安心な産前産後をはかるために、繁殖犬・幼犬の飼育指導

改善、健康理由・稟性理由による CC 犬の減少、ユーザーとの組み合わせに適した

タイプの犬を出産させる管理のもと、ターゲット的中率・育種価の向上等交配計

画改善に重点を置く。 

③パピーウォーキング委託 

    １２０頭の子犬をパピーウォーカー（ＰＷ）に委託する。 

   パピー飼育期間に、パピーの早期社会化、早期学習、早期評価検証データの蓄積

等の取り組みを更に改善し、ＰＷの理解と協力を得て早期課題解決に取り組む。 

   また、対象パピー犬に対する評価や観察力を向上する為の環境整備にも着手する。 

   ④島根あさひ盲導犬パピープログラム 

盲導犬パピープログラム８年目となる。昨年度と同じく対象犬６頭を実施する。 

    ⑤引退犬飼育 

本年度内に予定される盲導犬の引退は 20頭前後の予定である。富士ハーネス引退
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犬棟及び引退犬飼育ボランティアと連携し、引退犬のＱＯＬ向上に努める。 

⑥犬舎・医療管理 

引き続き、訓練犬の健康・健全状態を維持するため、ケンネル業務の質の向上と

効率化を図る。獣医師の指導に基づき、疾患の早期発見、発病件数の軽減をすす

め、盲導犬育成訓練成功率の向上を支える。加えて大学獣医科病院・専門医にお

ける医療協力体制の拡充や緊急医療体制も更に強化する。 

 

（４）盲導犬ユーザーに対するフォローアップ（ＦＵ） 

①定期ＦＵ、②問題解決ＦＵ、③その他に分類されるＦＵのうち、特に共同訓練直

後～１年以内のアフターケア期間の充実をはかる。盲導犬ユーザーの犬使用技術お

よび管理意識をより定着させ、問題の発生を未然に防ぎ安全確保を強化する。 

盲導犬の貸与を受けて１年以内の盲導犬ユーザーを対象に、盲導犬新ユニット出発

式を各訓練センターで実施し、同時にＦＵを宿泊型で実施する。 

また盲導犬歩行状況等情報に基づき、歩行安全性確保のために各訓練センターある

いは現地での問題解決ＦＵを行う。加えて犬年齢6歳時を対象に集中型のＦＵを定着

させる。 

 

（５）盲導犬訓練技術の向上 

   盲導犬訓練工程の課題は、訓練技術強化、訓練期間の短縮と成功率の向上である。 

   盲導犬訓練士、盲導犬歩行指導員の基礎訓練・共同訓練技術の向上をはかるため、 

技術評価、スキルマップの活用による計画的ＯＪＴ、集合研修を行う。 

また共同訓練工程は、Ｑ犬のカスタマイズによりマッチング適正率をより向上させ

る。 

加えて、盲導犬歩行に関する実務的な研究を行い、新たな技術・手法等の習得や研

究発表大会を開催し、訓練士間での共有を図る。歩行支援技術の研究にも取り組み、

障害物検知センサーや歩行時照明デバイス、ウエアラブルカメラ応用などの開発に

も着手する。 

 

（６）各種研修会への参加  

協会内教育や各種研修会等への参加、自己研さんや自主研究を奨励する。 

 

 

２．盲導犬歩行指導員等育成事業 

 

（１）盲導犬訓練士の養成を計画実施する。 

 

（２）盲導犬歩行指導員の養成 

盲導犬訓練士有資格者（歩行指導員研修生）に対して、連合会主催の盲導犬歩行指

導員資格試験の受験を推薦できる指導技術レベルに達するように計画的に指導す

る。 
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（３）盲導犬歩行指導力のレベルアップ 

白杖歩行指導員養成のプログラムを計画実施し、盲導犬使用者に対する指導力のレ

ベルアップをはかる。 

 

 

３．調査研究事業 

 

（１）盲導犬の人工繁殖・育種技術の導入研究の継続 

  ①凍結精液作製・人工受精による繁殖法の技術定着 

②家系図に基づく疾病・適正因子等との関連と選抜方法の調査 

③血統情報に基づく繁殖犬の選抜方法の確立 

 

（２）その他研究協力 

   大学研究者が行う「動物行動学と盲導犬適性の関連性」、「遺伝子解明と犬種共通

疾患調査」等の研究テーマに協力する。 

 

 

４．ユーザーサポート事業 

 

（１）盲導犬歩行についての理解促進と更生相談 

   視覚障がい者への盲導犬歩行についての理解促進をはかり、視覚障がい者の移動に

関する更生相談及び説明会等を実施する。また、盲導犬希望者に対する“事前訓練”

を適宜実施する。 

盲導犬体験歩行会（日帰り） ６６回 

盲導犬説明会（１泊２日）  ３２回 

 

（２）ユーザーコミュニケーション 

①盲導犬ユーザーとのきめ細やかなコミュニケーションをはかる。犬の年齢に応じた情

報提供や各種相談に応じる。 

②盲導犬ユーザーからの聞き取りにより、盲導犬歩行状況や健康・生活状況を把握し、

盲導犬歩行上の課題の早期発見につとめ、訓練部によるＦＵ実施につなげる。 

③盲導犬6歳時コミュニケーション会の実施。各訓練センターに6歳の盲導犬を使用する

盲導犬ユーザーを集め、必要なＦＵ、犬の健康診断と飼育アドバイスを行う。 

 

（３）視覚障がい者在宅生活訓練（白杖歩行訓練等） 

   ５１０コマ以内の在宅訓練を実施する。 

 

（４）視覚障がいリハビリテーション相談 

盲導犬希望者、盲導犬ユーザー、短期リハ希望者、歩行訓練希望者、その他視覚障

がい者の相談に応じる。 
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（５）短期リハビリテーション 

   １０回開催する。訓練センター外での現地短期リハビリテーションを開催する。 

    

（６）視覚障がい児キャンプ 

スマイルワン仙台で開催する。将来の盲導犬ユーザーを育て、視覚障がい児のＱＯ

Ｌの向上に貢献する。 

 

（７）各種研修会への参加 

①各種学会等への研究発表を促進し、職員を派遣する。 

②各種研修会、講習会への参加を進め、参加職員の報告を共有することで職員の質の

向上をはかる。 

③協会内研修会を開催し、リハビリテーション技術の向上をはかる。 

 

（８）生活講習会の開催 

   iPhone、iPad をはじめ、視覚障がい者の生活のニーズに沿った講習会を開催する。

センター近県の関係団体の要望に応じ、講習会を開催する。 

 

（９）パートナーズを年 4回発行する 

 

 

５．普及啓発事業 

 

視覚障がいと盲導犬について、多くの市民に正しい理解を得ることを目的とした普及啓発

活動を推進し、視覚障がい者が盲導犬と共に行きたい時に行きたい場所に行くことができる

快適な社会を目指す。併せて、４月１日に施行される障害者差別解消法の啓発活動にも努め

る。 

また、支援者への感謝と笑顔のコミュニケーションを大切にし、「 Heart to Heart 」の

精神で普及啓発活動に取り組む。 

 

（１）センター内啓発活動 

各訓練センターでは、多くの市民・団体の方々に盲導犬デモンストレーションや、盲

導犬ユーザーの講話を提供する。視覚障がい者の介添方法などの体験学習を通して、

視覚障がい者が社会参加しやすい社会を醸成していく。 

① 富士ハーネス 

個人・団体の見学者を受入れ、盲導犬デモンストレーションやふれあいを通して、

盲導犬と視覚障がいへの理解を促進する。 

②その他のセンター 

    定期的な見学会を実施。盲導犬ユーザーの講話や、盲導犬体験歩行をすることで、

盲導犬と視覚障がいに対する理解促進をはかる。また、学校・団体からの依頼に対

し見学会を行い福祉教育の一翼を担う。 
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（２）センター外啓発活動 

   多くの市民が集うさまざまな場所へ盲導犬の受入れ促進、盲導犬と視覚障がいへの理

解につなげるため積極的に訪問する。盲導犬体験歩行やふれあい活動を実施し、多く

の情報を発信する。 

① 小中学校キャラバン 

全国の小中学校への訪問活動を積極的に実施。次世代を担う児童・生徒達に盲導犬と

視覚障がいの正しい情報・知識を提供する。 

② 受入セミナー 

   小売店・飲食店・宿泊・交通事業者向けに実施し、視覚障がい者を取り巻く社会環境

整備と受入れが当たり前となる地域づくりを目指し、理解を深める。 

③ ふれあい広場 

   大型商業施設の協力を得て、盲導犬とのふれあい活動や盲導犬デモンストレーション

を実施し、多くの方々への理解を促進する。 

④ 団体での啓発活動 

   盲導犬ユーザー・ボランティアと街頭に立ち、啓発活動を展開する。通行する方々へ

メッセージを発信し、盲導犬事業への理解に努める。 

⑤ 首長訪問 

  盲導犬ユーザー在住地域の首長訪問を行い、住みやすい街造りの協力を依頼する。 

また、報道機関の協力を得て、多くの市民に情報発信する。 

⑥ 動物介在活動（ＡＡＡ）・動物介在療法（ＡＡＴ） 

   全国の病院・福祉施設等への訪問を実施。犬とのふれあいを通じて、入院患者、入

所者への動物介在活動を行う。また医療機関での動物介在療法に協力、発展に貢献す

る。 

⑦その他 

第２４回盲導犬育成チャリティゴルフ大会を開催 

開催日 ９月６日（火）  会場 厚木国際カントリー倶楽部 

 

（３）広報 

①協会活動の広報 

広報力を強化し、メッセージとターゲットを明確にした戦略的広報を展開する。 

②会報誌「盲導犬くらぶ」の発行・発送 

年４回各５万部の発行・発送をし、協会の事業・訓練ポリシーを分かりやすく伝え

る。 

③ホームページ運営・電子コンテンツの充実 

 協会のポリシーを明確に伝えるためホームページ記述の一部刷新をする。 

④情報管理 

内外の情報管理を徹底しリスク管理を強化する。 
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６．関係団体協力事業 

 

（１）日本盲導犬協会ユーザーの会、ボランティア委員会との協力・連携を深め、協会事業

の発展と事業の質を向上させる。 

 

（２）全国盲導犬施設連合会、全日本盲導犬使用者の会、アジア・ガイドドッグ・ブリーデ

ィング・ネットワーク（ＡＧＢＮ）、日本身体障害者補助犬学会と連携し、盲導犬育

成の一層の充実と発展をはかる。 

 

（３）日本盲人社会福祉施設協議会、日本盲人会連合、日本盲人福祉委員会、視覚障害リハ

ビリテーション協会、県市社会福祉協議会、介助犬育成団体、聴導犬育成団体等と協

力し、福祉事業としての一層の充実と発展をはかる。 

 

（４）国際的な協力関係 

国際盲導犬連盟（ＩＧＤＦ）に理事およびアセッサーを派遣し貢献する。また、クロ

アチアで開催されるＩＧＤＦセミナーに訓練士等を派遣するとともに各種交流を通

して国際的な協力関係を強化する。 

 

 

７．その他 

 

（１） ＡＣジャパンの支援による盲導犬啓発CMを昨年に続き実施する。 

 

（２） 人材育成 

①自由研究・調査、自己啓発、ＱＣサークル活動を積極的に応援し、１２月に協会内

の研究発表大会を開催する。さらに、協会内発表を経て、各種学会やセミナー等へ

積極的に発表する。 

②福祉職員のための研修会や同行援護従事者研修に職員を派遣し、視覚障害福祉に必

要な知識と技術を習得させる。 

 

（３） 東日本大震災支援 

①日本盲人福祉委員会から協力依頼のあった震災５年後の被災視覚障がい者の状況調

査に協力する。 

②被災地域にあるスマイルワン仙台において、震災被災者への必要な更生相談、リハビ

リテーション支援を行う。 

 

（４） 協会ＩＣＴインフラの整備 

前年からの協会ＩＣＴインフラの整備を実施し、業務におけるガバナンスおよび情

報保護の強化と標準化を推し進める。 
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（５）事業継続計画（Business Continuity Plan） 

   作成したＢＣＰに基づき、各種備品の整備およびＢＣＰ訓練を実施する  

 

（６）周年事業の実施 

   富士ハーネスが１０周年、スマイルワン仙台が１５周年の周年事業を企画実行する。

また、2017年度に協会が５０周年を迎えるに当たり準備を始める。  


